






















A Study on an attempt of the regional activation with the sight-seeing business  
in Nihonbashi: Through the examples of a sight-seeing tour  
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⑴　例えば、JAL TOURS は「JAL 東京ストーリー」というツアーのなかで、2008年４月１日から９月30日までの期間、「ガイド付　江
戸日本橋観光めぐり」と称するオプショナルツアーを実施した。このツアーの開催回数は11回、募集定員は10名で、日本橋や日本銀行、
老舗店などをめぐる内容（「日本橋観光めぐり」事務局の「江戸日本橋観光めぐりコース」とほぼ一緒の内容）だった。
⑵　平成11（1999）年４月に廃止。
⑶　矢田美英「日本橋ルネッサンス」日本橋トポグラフィ事典編集委員会編『日本橋トポグラフィ事典　［本編］』pp.615-616、たる出版
2007年参照。
⑷　同掲書 pp.620-621　参照。
⑸　他にも、「日本橋倶楽部」や「中央区文化財サポーター」など、日本橋で地域活性化を促すため活動する団体は多数ある。
⑹　国土文化研究所によるこれまでの日本橋地域支援の活動には、他にも次のようなものが挙げられる。平成17（2005）年２月～平成19
（2007）年２月までの「美しい景観を創る会」活動支援、および「名橋「日本橋」保存会」や「日本橋地域ルネッサンス100年計画委員会」、
「日本橋 OL クラブ」、「日本橋美人博覧会」、「日本橋再生推進協議会」、「江戸開府400周年記念」事業などへの支援・協力等。
　http://www.ctie.co.jp/kokubunken2/04contents/meguri.html（アクセス日：2009. 2. 20）参照。
⑺　「日本橋美人」を基本コンセプトとしたこのツアーは、日本橋にみられる「粋・知・優・創」の伝統、すなわち「粋」は神田祭をはじ
めとする祭り、「知」は日本国道路元標や日本橋魚河岸記念碑、日本銀行貨幣博物館のような名所、「優」は山本海苔店や日本橋高島屋、
榮太樓總本鋪などの老舗、「創」は岩井つづら店や江戸屋などでみられる伝統工芸の要素を組み入れたかたちとなっている。
　http://www.tokyochuo.net/edo-nihombashi/whats.html（アクセス日：2009. 2. 20）参照。
⑻　http://www.tokyochuo.net/edo-nihombashi/course.html（アクセス日：2009. 2. 20）、
　http://www.tokyochuo.net/edo-nihombashi/course_ukiyoe2.html（アクセス日：2009. 2. 20）、
　http://www.tokyochuo.net/edo-nihombashi/course_ukiyoe3.html（アクセス日：2009. 2. 20）、
　http://www.tokyochuo.net/edo-nihombashi/course_ukiyoe4.html（アクセス日：2009. 2. 20）
⑼　http://www.tokyochuo.net/edo-nihombashi/koe.html（アクセス日：2009. 2. 20）
─ 65 ─
日本橋における観光事業による地域活性化の試み
⑽　「浮世絵で彩る日本橋」というテーマのもとで行われたこの博覧会は、会場は特に借りず、現在ある商店を日本橋美人ブランドが提唱
する「優─洗練された仕草」、「粋─江戸っ子の美意識」、「知─先人からの叡智」、「創─伝統が培った技」という４つの美にゾーニングし、
そのテーマに合った浮世絵を展示するというやり方だった。http://www.tokyochuo.net/bijinhaku/（アクセス日：2009. 2. 20）参照。
⑾　写真１～写真６は、すべて平成21（2009）年２月19日に筆者が撮影したもの。
⑿　日本橋芳町における芸者衆の歴史・文化に関しては、塩月2008参照。
⒀　http://www.meti.go.jp/press/20080604002/20080604002.html（アクセス日：2009. 2. 20）
⒁　http://www.edo-tokyo.info/（アクセス日：2009. 2. 20）
⒂　写真７～写真11は、すべて平成21（2009）年３月５日に筆者が撮影したもの。
⒃　平成21（2009）年２月20日に行った国土文化研究所 企画室へのインタビューによる。
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